
わたしたちの
まちづくり
まもなく令和5年度が終わります。この一年、
四條畷市が進めてきたまちづくりには、市民の
皆さんの力なくしては実現できなかったもの
が数多くあります。そのなかで、3つの大きな事
業に関わった人たちに話を聞きました。

四條畷のまちに新たな魅力を生み出すため
に、提案していただいた数多くのアイデアや、
継続して関わり、見守り、市と一緒に取り組ん
でくださったことが、まもなく実を結ぼうとし
ています。

新公園の近所から参加した藪田さん（2児の
母）は、「公園には思うところが」と積極的に意
見。子どもの年齢で遊ぶエリアを分ける、遊ぶ
場所を潰さないよう各入り口に駐輪場を整
備など、普段子どもを遊ばせるなかで感じて
いたことがアイデアとなり、新公園の構想に
採用されました。「多様な世代が利用するの
で、遊具の充実やボール遊びが実現しなかっ
たのは残念だけど、希望だけでなく管理など
現実も考える必要があると気づかされた」と
話す藪田さん、開園が楽しみだそうです！

公園に求めるもの
世代や立場でちがい

旧市立四條畷保育園とくすの木園
の跡地であることと、市の木にち
なんで「くすの木公園」に決定。「公
共施設も多い市の“まんなか”みた
いな地域性・特色のある名前も良
かったな」と地域への思いを語る
のは、公園がある塚米地区から参
加し、自治会長も務める北井さん。

隣接する住宅
への影響など
市との調整をしながら、
一市民としてもワークショップで
意見を出したそう。「地域の人が立
ち寄れるハブみたいな、ほっと落
ち着ける場所になってほしい」と
希望を話してくれました。

名前も近所の皆さんから公募で

市民の力が、まちに新たな魅力を

市民の意見をとり入れるため
令和4年5月からワークショッ
プを3回開催。公園への“希
望”を話し合っておおまかなイ
メージをまとめ、現地見学も
実施し、計画案を作成。

主に新公園の近隣地域から
のべ89人が参加。
利用マナーも議論！

ひょうたんのような形をしたやわらかい曲線の周遊園路やひろばが特徴。

この一年を

振り返ろう

くすの木園跡地に完成間近！

みんなで考えた
新公園

11 ・場所は米崎町（四條畷南小学校南側）

・市民参加のワークショップで構想

・広さ約2,100㎡、7月に開園予定

施
策
の
ポ
イ
ン
ト

2 四條畷 LIFE（No.645） 2024 年 3 月号 3四條畷 LIFE（No.645） 2024 年 3 月号

藪田 茉莉子さん
中野新町在住

北井 隆嗣さん
塚米地区在住


